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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 1,840,811 ― 49,099 ― 55,889 ― 21,479 ―

20年3月期第3四半期 1,999,211 15.1 136,574 48.7 144,494 48.3 69,943 51.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 76.32 76.32
20年3月期第3四半期 245.52 245.21

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 1,881,152 917,822 37.1 2,477.22
20年3月期 2,097,727 994,592 36.6 2,725.67

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  697,234百万円 20年3月期  767,123百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  

当社は定款において期末日を配当基準日と定めていますが、現時点では期末配当予想額は未定です。  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 24.00 ― 36.00 60.00
21年3月期 ― 30.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,200,000 △18.5 △13,000 ― △11,000 ― △12,000 ― △42.64

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
平成21年３月期の業績予想には、現時点での入手可能な情報に基づく将来予測が含まれています。今後の事業運営や為替変動等内外の状況の変化により、実際の業
績が記載の予想数値と大幅に異なる可能性があります。これらに関する事項については、２ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」
を参照してください。 
（「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用） 
第１四半期連結会計期間から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指
針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（四半期連結財務諸
表規則）に従い四半期連結財務諸表を作成しています。 
（配当予想の修正についてのご注意） 
当社は、安定的な配当水準の向上に向け、業績および配当性向等を総合的に勘案して実施していきたいと考えています。しかしながら、当期の期末配当金につきまして
は、経営環境の先行きが不透明であり、また通期の業績予想を下方修正することに伴い、現時点では未定とし、当期の通期実績および配当性向等を勘案した上でご提
案させていただきます。  

新規 1 社 （社名
アイシン・タイ・オートモーティブ・キャスティン
グ株式会社

） 除外 ― 社 （社名       ―――――― ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  294,674,634株 20年3月期  294,674,634株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  13,216,460株 20年3月期  13,231,279株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  281,455,880株 20年3月期第3四半期  284,876,865株
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 当企業グループは、社会環境の変化やお客様のニーズを先取りした新商品の開発と拡販、グローバル市場での事業

拡大、ならびに積極的な環境・社会活動の推進を重点に掲げ、グループの総力をあげて取り組みました。 

 当第３四半期連結累計期間の売上高については、自動車部品事業では、グローバルな事業体制の構築や、ハイブリ

ッドトランスミッションなど環境性能が高い商品の拡販に取り組んだものの、世界的な景気減退の影響を受け、自動

車の販売台数が日本や欧米といった主要市場で前年割れとなったほか、中国やロシアなど、これまで拡販を続けてき

た市場でも成長が鈍化するなど、世界のほぼすべての市場で減速傾向が顕著になったことにより、1兆7,656億円とな

りました。また、住生活関連機器事業では、318億円、その他事業では433億円となり、合計の売上高は、1兆8,408億

円となりました。 

 利益については、経営全般にわたる原価改善活動などに取り組んだものの、売上高の減少に加え、為替や原材料価

格の変動による影響、減価償却費・研究開発費の増加などにより、営業利益は490億円、経常利益は558億円、四半期

純利益は214億円となりました。 

  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産については、売上債権・仕入債務の減少や、保有株式の価格変動など

により前連結会計年度末（2兆977億円）に比べ10.3％減の1兆8,811億円となりました。また、純資産については、事

業活動により獲得した純利益、配当金の支払い、為替換算調整などにより、前連結会計年度末（9,945億円）に比べ

7.7％減の9,178億円となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しについては、世界経済の悪化や金融不安、急激な為替変動や原材料・資源の逼迫など、様々な不安定

要素を抱えています。また、自動車業界においては、世界規模での景気減退を背景にした自動車市場の冷え込みに加

え、世界的な環境規制の強化など、生き残りをかけた開発競争が激化しており、事業を取り巻く環境は一段と厳しさ

を増しています。 

 連結予想については、平成20年12月24日に公表した平成21年３月期の連結業績予想を修正し、当連結会計年度（平

成20年４月１日～平成21年３月31日）においては、売上高2兆2,000億円、営業損失130億円、経常損失110億円、当期

純損失120億円を見込んでいます。なお、今後の為替レートを１ＵＳドル＝90円、１ユーロ＝120円と想定していま

す。 
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   （主要な関係会社の異動） 

  新規連結：アイシン・タイ・オートモーティブ・キャスティング㈱ 

  当第３四半期連結会計期間から、新規設立子会社のアイシン・タイ・オートモーティブ・キャスティング㈱

を連結の範囲に含めています。 

簡便な会計処理 

１ たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会

計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定しています。 

２ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用しているものについては、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分する方法により算定しています。 

３ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 一部の連結子会社における法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要

なものに限定する方法によっています。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められた場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用しています。 

４ 退職給付費用の算定方法 

 従業員の退職給付に備えるため、主として当連結会計年度末における退職給付債務および年金資産の見込額

に基づき、当第３四半期連結会計期間末において発生していると認められる額を計上しています。 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

会計処理基準に関する事項の変更 

１ 「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月

14日）および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月

14日）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（四半期連

結財務諸表規則）に従い四半期連結財務諸表を作成しています。 

２ 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっていました

が、第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７

月５日）の適用に伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しています。 

 これにより損益に与える影響は軽微です。 

 また、セグメント情報に与える影響は軽微です。 

３ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間から、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しています。 

 これにより損益に与える影響はありません。 
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 第１四半期連結会計期間から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）

および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用

しています。また、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（四半期連結財務諸表規則）に

従い四半期連結財務諸表を作成しています。 

  

 該当事項はありません。 

  

  
当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日  至 平成20年12月31日）及び当第３四半期

連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

  当企業グループは各種自動車部品の製造、販売を主な事業としています。その売上高および営業利益の金額

が、全セグメントの売上高合計および営業利益合計に占める割合の90％超であるため、事業の種類別セグメント情

報の記載を省略しています。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

【所在地別セグメント情報】 
  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 国または地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 日本以外の区分に属する主な国 

 北米地域   ……米国、メキシコ 

 欧州地域   ……ベルギー、チェコ 

 その他の地域 ……中国、タイ 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

  

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
その他

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）外部顧客に対する 
売上高 

 1,267,440  249,268  134,076  190,026  1,840,811  ―  1,840,811

(2）セグメント間の内部
売上高 

 223,301  9,854  5,734  7,129  246,020  (246,020)  ―

計  1,490,741  259,122  139,811  197,156  2,086,832  (246,020)  1,840,811

営業利益又は営業損失(△)  17,597  △1,893  1,062  29,617  46,384  2,714  49,099

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
その他

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）外部顧客に対する 
売上高 

 368,120  69,033  37,130  61,935  536,220  ―  536,220

(2）セグメント間の内部
売上高 

 57,849  4,204  1,745  2,541  66,340  (66,340)  ―

計  425,970  73,238  38,875  64,476  602,561  (66,340)  536,220

営業利益又は営業損失(△)  △14,545  △3,853  △19  9,246  △9,172  1,083  △8,089
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 各区分に属する主な国 

 北米地域   ……米国、カナダ 

 欧州地域   ……ドイツ、スウェーデン 

 その他の地域 ……中国、タイ、韓国 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

  

【海外売上高】 

  北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円)  280,598  156,862  282,671  720,132

Ⅱ 連結売上高(百万円)  ―  ―  ―  1,840,811

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

 15.2  8.5  15.4  39.1

  北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円)  79,658  42,658  87,977  210,294

Ⅱ 連結売上高(百万円)  ―  ―  ―  536,220

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

 14.9  7.9  16.4  39.2

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

  

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年３月31日 残高 
（百万円） 45,049 58,825 578,969  △20,738 662,106

四半期連結累計期間中の変動額                          

剰余金の配当          △18,577       △18,577

四半期純利益           21,479       21,479

自己株式の取得                △18 △18

自己株式の処分      6       34 40

四半期連結累計期間中の変動額合計
（百万円） ― 6 2,901  15 2,923

平成20年12月31日 残高 
（百万円） 45,049 58,831 581,871  △20,722 665,030
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【参考】 

前第３四半期連結累計期間に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

  （単位：百万円）

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年12月31日） 

売上高  1,999,211

売上原価  1,711,532

売上総利益  287,678

販売費及び一般管理費  151,104

営業利益  136,574

営業外収益      

受取利息及び配当金   5,501

持分法による投資利益  6,438

その他  7,413

営業外収益合計  19,353

営業外費用      

支払利息  3,057

その他  8,377

営業外費用合計  11,434

経常利益  144,494

税金等調整前四半期純利益  144,494

税金費用  46,098

少数株主利益  28,452

四半期純利益  69,943
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日  至 平成19年12月31日） 

  当企業グループは各種自動車部品の製造、販売を主な事業としています。その売上高および営業利益の金額

が、全セグメントの売上高合計および営業利益合計に占める割合の90％超であるため、事業の種類別セグメント情

報の記載を省略しています。 

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日  至 平成19年12月31日） 

 （注）１ 国または地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 日本以外の区分に属する主な国 

 北米地域   ……米国、メキシコ 

 欧州地域   ……ベルギー、チェコ 

 その他の地域 ……タイ、中国 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日  至 平成19年12月31日） 

 （注）１ 地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 各区分に属する主な国 

 北米地域   ……米国、カナダ 

 欧州地域   ……ドイツ、スウェーデン 

 その他の地域 ……タイ、中国、韓国 

  

（２）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

【所在地別セグメント情報】 

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
その他

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）外部顧客に対する 
売上高 

 1,377,167  308,832  143,235  169,975  1,999,211  ―  1,999,211

(2）セグメント間の内部
売上高 

 272,703  6,997  5,649  7,049  292,400  (292,400)  ―

計  1,649,870  315,830  148,885  177,025  2,291,611  (292,400)  1,999,211

営業費用  1,552,280  306,994  145,384  149,509  2,154,168  (291,531)  1,862,636

営業利益  97,590  8,835  3,501  27,516  137,442  (868)  136,574

【海外売上高】 

  北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  345,361  167,907  258,380  771,649

Ⅱ 連結売上高（百万円）  ―  ―  ―  1,999,211

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

 17.3  8.4  12.9  38.6
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（単位：億円，切捨て）

) ) )

( ) ( ) )

( ) ( ) )

( ) ( ) )

（　）内は売上高比率です。

（　）内は構成比率です。

△ 130△0.664.0

△0.5

△0.5

△ 65
△ 15

△ 1,304
△ 367

△ 1,018
42

△ 728
3

△ 1,398

29△ 862

400(

△

（単位：億円）

22,000100.0

620) 4.9

益

0.1

)

)

増

1,584 △ 7.9 (

平成21年３月期　第３四半期決算概要

そ の 他 3,035 2,268

当四半期前     期

売 上 債 権 3,736

為替差損　116円→102円/US$

そ の 他 1,229 固 定 負 債 △ 63

△ 278

1,269 40 売上・製品構成変動

(注)

計

△ 868
300

△ 767

1.8

20,977 18,811

計

△ 2,166

△ 73
△ 767

214

差引経常利益の減(1,444→558)

減

益

        　162円→149円/EUR

原材料価格の変動

研究開発費等の増

減価償却費の増

（ 有 価 証 券 評 価 損 益 1,461 625 ） （ 純 資 産 計 ）

合 計 20,977 18,811

△ 836

△ 2,166 合 計

9,945 9,178

11,031 9,633

1,050 322
6,621 6,650

6
2,195

△ 1,335

（単位：億円，切捨て）

318

△

流 動 負 債

)

2.4432
△

買 入 債 務 3,720

9

2,890
3,925

1,312 1,034
社 債 ・ 借 入 金

586CP ・ 借 入 金

少 数 株 主 持 分 2,268

2,852

2,676
3,988

株 主 資 本

新 株 予 約 権

評 価 ・ 換 算 差 額 等

（ 負 債 計 ）
そ の 他

△ 782

有 形 固 定 資 産 8,757 8,692

2,529
無 形 固 定 資 産 208 193
投資その 他の 資産 3,311

286

固 定 資 産 12,278 11,416

た な 卸 資 産

流 動 資 産

1,753 1,795

現預金･有価証券

8,699 7,395

2,718
1,979 1,612

負 債 ・ 純 資 産 の 部

合 計 18,408( 100.0

科     目

5,7077,042

( 100.0

増     減

)

科     目

資 産 の 部

19,992
1 ( 2.8( 433)そ の 他 ( 2.2 )

82 △ 20.5住 生 活 関 連 機 器 ( 1.7 )( 2.0 ) 400
計 19,158 △ 1,50217,656( 95.9 )

1,300
( 95.8 ) △ 7.8 ( 95.4 ) 20,980

2.1 ( 5.9 )品 情 報 関 連 他 ) 1,074
4,020

( 5.4 △ 22) 1,052( 5.7 △

5.9 ( 18.3 )部 ボ デ ィ 関 連 ) 3,522( 17.6 △ 206) 3,316(

3,776 20.7 )

18.0 △

(△ 179) 4,560
動 ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾌ ﾞ ﾄ ﾚ ｲ ﾝ 関 連 ) 8,686
車 ﾌ ﾞ ﾚ ｰ ｷ 及 び ｼ ｬ ｼ ｰ 関連 ) 3,955( 19.8

2,210
( 43.4 △ 1,020) 7,666( 41.7 △

3.9 ( 10.1

( 40.4

)△自 エ ン ジ ン 関 連 ) 1,919( 9.6 △ 75) 1,844( 10.0

（20.4～20.12）（19.4～19.12） (％) （20.4～21.3）

(注)

（単位：億円，切捨て）

増 減 額 通 期 予 想 増 減 率増 減 率前年同四半期累計 当第３四半期累計

設 備 投 資 234億円1,551億円1,317億円

減 価 償 却 費 1,358億円1,242億円 116億円

102円116円為 替 レ ー ト （US$） 100円

１株当たり四半期（当期）純利益 76円32銭

（EUR） 149円162円 144円

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率 2.9%9.1% △1.7%

―

△42円64銭

17.8 2,280億円
9.3 1,900億円

△ 485 △ △ 12069.3 ( ―

連 単 倍 率 1.12.4
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 3.5

△ 886 △ (61.3 △ 110
―連 単 倍 率 2.33.7

経 常 利 益 3.0 5587.2 1,444
連 単 倍 率 30.05.3 ―

営 業 利 益 2.7 4906.8 1,365 △

△

3.1

△

875 (

1,584

△

7.9 100.0 22,000(

(％)
増 減 額 通 期 予 想

△ 18.5

（20.4～20.12） (％)
増 減 率 増 減 率

（20.4～21.3）

―

―

) 8,890

前     期 当四半期 増      減

11.7

△ 4.5( 20.5

△

△

△

△

△

△

24.0

24.1△

△ 886

116

115

690

210

1,096

110

54

金 額

原価低減活動成果

要　　　　　因

210

100.0 18,408

245円52銭

(100.0(

1.2 214699

前年同四半期累計 当第３四半期累計
（19.4～19.12）

売 上 高 19,992
連 単 倍 率 3.13.1

15.0

営業外収支の減 11

18.5

7.5

13.4

14.8

15.8

10.7

19.0

(％)

平成21年2月3日
アイシン精機株式会社

連結当第3四半期累計の業績

経常利益の増減要因貸借対照表

売上高明細



★当期純利益の推移

916

467
668610

-1,000

-500

0

500

1,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3(予想）

通期

★営業利益の推移

△130

1,804
1,3101,180

951

-1,000

0

1,000

2,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3(予想）

通期 通期

（単位：社）

日 本 68 7 68 7

北 米 31 1 31 1

欧 州 10 ― 9 ―

中 国 17 2 17 2

ア ジ ア 他 22 1 23 1

合 計 148 11 148 11

前期末 当第３四半期末

連結会社 連結会社 持分法適用会社持分法適用会社

(注)　（　）内は売上高比率です。

△ 24.3

増 減 率前年同四半期累計

18.214.1 460億円

440億円 △ 13.8

△ 29.3)

設 備 投 資 259億円343億円 △84億円

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率 5.5%6.7% 1.9%

１株当たり四半期（当期）純利益 72円10銭100円69銭 24円87銭

70 △ 79.8( 1.0 )286 △ 84四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 ( 3.4 ) 202( 4.5

0.4 ) 30 △ 93.5△ 145 △ 37.3 (経 常 利 益 ( 4.0 ) 242( 6.0 ) 387

△ 200 ―△ 93.7 ( △ 2.8 )) 258 △ 242営 業 利 益 ( 0.3 ) 16( 4.0

100.0 ) 7,150 △  18.76,428 △  6.3 (6,021( 100.0 ) 407△( 100.0 )売 上 高

（19.4～19.12） （20.4～21.3）

（単位：億円，切捨て）

通期予想当第３四半期累計 増 減 額 増 減 率
（20.4～20.12） (％) (％)

減 価 償 却 費 333億円292億円 41億円

(ご参考)個別当第3四半期累計の業績・個別経常利益の増減要因

★売上高の推移

18,408

18,290
21,205

23,786
27,004

22,000

0

10,000

20,000

30,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3(予想）

通期 3Q累計

★経常利益の推移

984 1,250 1,342
1,863

△110
-1,000

0

1,000

2,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3(予想）

通期

連結会社数

★設備投資の推移

1,551

1,652

2,595
1,978 2,120 2,280

0

1,000

2,000

3,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3(予想）

通期 3Q累計

（単位：億円，切捨て）

★減価償却費の推移

1,358

1,059 1,230
1,452

1,674
1,900

0

500

1,000

1,500

2,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3(予想）

通期 3Q累計

（単位：億円，切捨て）

(注)　（　）内は構成比率です。

29.5

7.5

△ 12.3

2.1

△ 18.5

―

△3,757

△1,055

増減率
（％）

△ 20.2

△ 26.0

（20.4～20.12）

通期予想

(67.6) 14,871

2,406

前年同四半期累計 当第３四半期累計 増減額

（19.4～19.12）（20.4～20.12） （％） （20.4～21.3）
増減率 増減額

売
上
高

日　　本 ( 68.9) 13,771

北　　米 ( 15.4) 3,088

欧　　州 (  7.2) 1,432

( 68.9) 12,674 △1,097 △ 8.0

( 13.5) 2,492 △ 596 △ 19.3 (13.7) 3,008

(  7.3) 1,340 △ 92 △ 6.4 (  7.8) 1,714 △240

そ の 他 (  8.5) 1,699 (  10.3) 1,900 201 11.8 (  10.9) 49

連　　結 (100.0) 19,992 (100.0) 18,408 △1,584 △ 7.9 (100.0) 22,000 △5,004

営
業
利
益

日　　本 ( 71.4) 975

北　　米 (  6.5) 88

欧　　州 (  2.6) 35

( 35.8) 175 △ 800 △ 82.0 △ 429 △1,718

(△3.8) △ 18 △ 106 ― △ 59 △169

(  2.2) 10 △ 25 △ 69.7 △26

―

△ 96.514

そ の 他 ( 20.1) 275 ( 60.3) 296 21 △297.6 344 △ 90.8

消　　去 (△0.6) △8 (  5.5) 27 35 ― ―

連　　結 (100.0) 1,365 (100.0) 490 △875 △ 64.0 △ 130 △1,934 ―

設
備
投
資

日　　本 ( 71.2) 937

そ の 他 ( 11.9) 156

( 75.5) 1,170 233 24.9 (76.0)

208 △75

12.1

△ 26.4

△ 55.4

1,733 188

北　　米 ( 14.6) 193 ( 10.4) 160 △ 33 △ 16.9 (  9.1)

△26

72

△ 47.0 (  0.9)欧　　州 (  2.3) 29 (  1.0) 20

( 13.1) 203 47 30.2 (14.0) 317

15 △ 14

連　　結 (100.0) 1,317 (100.0) 1,551 234 17.8 (100.0)

通期予想

2,280 160

（20.4～21.3）

（参考）

海外売上高比率 38.6% 39.1% 39.5%

前年同四半期累計
（19.4～19.12）

当第３四半期累計

所在地別セグメント情報

<個別当第３四半期累計の業績> <個別経常利益の増減要因>      （単位：億円）

主要データの推移

常
計 324

差引経常利益の減（387→242） △ 145

要　　　　　因 金額

増
営業外収支の増 97

原価低減活動成果・固定費削減成果 82

減価償却費の増 41

計 179

売上・製品構成変動 199

減 為替差損（116円→101円/US$） 74

益

益 原材料価格の変動 10

490

558

△620

△668

214 △334

3Q累計

3Q累計

3Q累計

△120
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